
   

 

 

 

 

 



 

 

Point 

・管内の５つの施設につきましては県内でも最も古く、すべての施設が稼働から二十数年 
経過していることから、耐用年数の面からみても建て替えが必要な状況です。 

Point 

・ゴミ処理施設に関する課題（用地確保、処理の効率化、事業費の確保等）に対応するた 
め、広域的な整備を行うことを目標とし、様々な協議を経て、平成３０年５月までに建 
設候補地の決定を行いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

Point 

・目標では新たな処理施設の稼働時期を平成３７年度としていますが、熊本地震や、その後 
の大雨等の自然災害によって各町の財政状況は想定以上に厳しくなっているため、建設 
工事への着手時期については、各町の財政状況を勘案しながら検討してまいります。 


